
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スギの例

雪害

日本海側へ植栽

オモテスギ（太平洋側） ウラスギ（日本海側）

樹冠：狭い

葉の開出角度：狭い

樹冠：広い

葉の開出角度：広い
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静静岡岡県県ののブブナナにに遺遺伝伝的的なな  
                  地地域域差差ががあありりままししたた

裏面には、

詳しい 

試験研究 

結果が 

あります。北海道から鹿児島県まで分布 

水源涵養のため、重要な広葉樹 

広葉樹の植栽 

遺伝的な地域差を把握し

た上で、種苗を移動させて

も良い範囲を決める必要

があります。 

森林・林業研究センタ

ーでは、県内のブナに

ついて遺伝子のタイプ

を調査しました。 

地域の固有性破壊（遺伝子撹乱）

環境不適応による生育不良 

ブナ 

問題点 

土壌流出や 

林地崩壊の防止 

森の力の回復 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
遺伝的 

地域差 
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●●ブブナナのの葉葉緑緑体体DDNNAAをを解解析析ししタタイイププ分分けけ

ししままししたた。。  

地図は杉本智彦氏によるソフトウェア「カシミール３D」を用いて作成した。

 D タイプ： 

西部 

 E タイプ： 

中部から東部、伊豆 

 F タイプ： 

静岡県と山梨県との

県境域 

 N タイプ： 

伊豆半島南西部 

破線： 

タイプ間の境界域 

（推定） 

 
静岡県内のブナには４つのタイプがあり、遺伝的な地域差がありました 

●●成成果果のの活活用用事事例例  

遺伝的地域差に 

ついての情報 

地域の環境に適し

た種苗の植栽に役

立ちます。 

地域の環境に適し

た種苗の供給に役

立ちます。 

全国的な種苗配布

区域の決定に活用

されます。 

事例 

ヒノキの林業種

苗法の配布区域 

35°00’ N

34°40’ N

35°20’ N

35°40’ N

139°00’ E138°00’ E 138°30’ E137°30’ E

20 km              

35°00’ N

34°40’ N

35°20’ N

35°40’ N

139°00’ E138°00’ E 138°30’ E137°30’ E

20 km              


